
会議等への出席状況 
 

県内  
4月 2日 全体会議 
4月 9日 試験計画検討会 

4月 14日 第 1回農政部所属長会議 
4月 20日 河川砂防管理担当者会議 
4月 22日 総理研第 1回ワーキンググループ会議 
5月 11日 富士河口湖町史編纂委員会 
5月 14日 第 1回総理研推進会議（Web） 
5月 21日 アユ関係組合長会議・アユ漁業対策会議 
7月 8日 富士の介生産者連絡会議 

7月 27日 内水面漁場管理委員会 
8月 5日 事業報告書検討会 

8月 31日 第 1回試験研究課題評価会議（書面） 
9月 1日 包括外部監査 

9月 10日 総理研第 2回ワーキンググループ会議（Web） 
9月 14日 ヒメマス放流種苗協議会 
9月 22日 総理研研究推進会議 
 〃 山梨県カワウ協議会 

    10月 12日 第 3回農政部所属長会議 
10月 16日 県農業祭り 
10月 27日 定例委員監査 
10月 28日 内水面漁場管理委員会 
10月 29日 総理研研究員研修（Web） 

11月 2日 ワカサギ放流種苗検討会 
11月 5日 富士の介意見交換会 

11月 25日 アユ漁業対策会議 
〃 増殖技術講習会 

12月 9日 富士川水系河川整備計画フォローアップ委員会 
12月 21日 総理研第 3回ワーキンググループ会議 
12月 22日 内水面漁場管理委員会 

1月 7日 やるぞ内水面漁業活性化事業検討会 
1月 11日 成果情報検討会 
1月 18日 養殖技術講習会 
1月 19日 第 3回山梨県研究推進会議（Web） 
2月 14日 総理研研究員研修会（Web） 
3月 10日 第 4回農政部所属長会議 
3月 16日 総理研第 4回ワーキンググループ会議（Web） 
3月 22日  内水面漁場管理委員会 

  
県外  

4月 22日 陸上養殖Webセミナー 
5月 11日 養鱒協第 1回運営委員会（Web） 
5月 14日 効果的な外来魚等抑制管理技術開発事業第 1回検討会（Web） 
6月 8日 環境収容力推定手法開発事業計画検討会（～9日 Web） 

6月 18日 養殖技術部会（Web） 

 

 

型早期放流で一定の成果が得られることが予測されており、本研究計画においても目標を達成すること

ができると期待できる。アユ漁業の衰退には食害や種苗性、放流技術の向上だけでなく、河川環境や遊

漁者の世代交代、嗜好の変化など、様々な要因が関わっていると思われる。漁協や釣り産業、遊漁者、

観光関連業界、河川管理者等との意見交換や連携をはかりながら、より大きな視点と枠組みで河川の内

水面漁業を活発化させる方策についても検討をしていただきたい。 
 

事前評価課題「クニマスの保全と養殖に関する研究」 主任研究員 加地弘一 

研究の必要性      4.7 
研究内容の新規性          4.0 

研究目標、研究計画の妥当性 4.0 

研究予算、研究体制の妥当性 3.7 
総合評点                   4.1 

    評価所見 

本県にのみ現存するクニマスの保全と養殖に関する研究は、山梨県の希少生物保全や地域振興および

水産資源としての有効活用だけでなく、我が国の野生生物保全において重要な意義がある。得られる知

見は、県内外に多方面に波及するものであり研究の必要性はきわめて高い。これまで蓄積してきたモニ

タリングや養殖条件に関する知見に加え、ICT（リアルタイムモニタリング）と AI（魚種の自動判別）
を活用した食害評価、環境依存的な発育や生残の機構解明など、きわめて新規性の高い手法を用いた研

究が計画されている。過去の研究活動実績に立脚した計画が定められており、期間内で十分な成果が得

られる可能性が高い。一方、保全と養殖の個々の研究内容についてはより具体的な目標を設定すること

が望ましい。クニマス保全にあたっては、効果的な外来ウナギ駆除技術の開発が必要であり、より 

具体的な研究計画の検討を期待したい。これまでの研究実績により優れた成果が得られており、現体制

で今後も十分な成果が得られるものと期待される。一方で、クニマスの保全と管理にはより多様な主体

が関わるべきであり、県内外の関連機関との連携体制の構築も進めていただきたい。本課題で得られる

成果は、山梨県の内水面漁業や地域振興だけでなく、日本の生物多様性保全と希少生物の保護・活用に

資する貴重な知見となる。国や秋田県も含めた研究協力体制の構築が望まれる。 
 

(2) 第 2回 令和 4年 2月 9日（水）～14日（月） 

   ※新型コロナウイルス感染症対策のため書面方式により開催した。 

 事後評価課題「県産アユ種苗の有効活用に関する研究」 研究員 芦澤晃彦 

  研究目標の達成度 3.7 

    評価所見 
アユの種苗生産に関わる３つの要素（ミズワタクチビルケイソウ、水カビ対策、低水温飼育）につい

て、綿密な計画をもとに実験・研究を行なっており、種苗性の向上に資する具体的な知見を得ることが

できている。特に、ミズワタクチビルケイソウについては他県に先駆けて生態影響のデータを蓄積して

いる点で県内外への波及効果が期待され、さらに水カビ対策や低水温飼育では飼育環境の最適条件が明

らかにされている。いずれも生産現場での実用性が高い成果であり、目標通りの達成度を上げていると

判断できる。さらに本課題研究を継続することで、アユの生産向上に繋がる新たな知見やノウハウの蓄

積に努めていただきたい。 
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6月 23日 魚病対策研究部会（～7/6 書面） 
8月 10日 サーモン・陸上養殖勉強会（Web） 
8月 20日 第 21回水産バイテク特性評価検討会（Web） 
8月 26日 アユ疾病部会Web打合せ 
8月 31日 WEC応用生態研究web発表会 
9月 2日 全国湖沼河川養殖研究部会（Web） 

9月 14日 漁協経営Webセミナー 
9月 20日 魚類学会ホトケドジョウシンポジウム（Web） 
9月 28日 長野水試養殖技術講習会（Web） 

10月 14日 ドローン研修会（～15日 岐阜） 
10月 28日 ACNフォーラム（Web） 
10月 29日 関東甲信ブロック養殖衛生地域合同検討会（Web） 

11月 8日 ジャパン・インターナショナル・シーフードショー（～10日 千葉） 
11月 12日 東海地域生物系先端技術研究会 2021年度第 3回セミナー 
11月 16日 水産用医薬品薬事監視講習会（Web） 

    11月 17日 ワカサギ耳石試験研究（長野～19日） 
11月 18日 全国水産試験場長会全国大会（Web） 
11月 26日 養鱒振興全国大会講演（～27日 新潟） 
11月 28日 水産増殖学会 
11月 30日 魚病症例研究会（～12/1 Web） 

     12月1日 魚病症例研修会（～2日 Web） 
12月 9日 流域生態系Webセミナー 

12月 13日 外来魚勉強会（Web） 
12月 17日 マス類資源研究部会（Web） 
12月 20日 内水面関係研究開発推進会議（Web） 
12月 22日 環境収容力推定手法開発事業検討会（Web） 

2月 3日 効果的な外来魚等抑制管理技術開発事業第 2回検討会（Web） 
 〃   アユ資源研究部会（書面） 
2月 4日 水産関係試験研究機関長会議（Web） 
2月 9日  環境収容力推定手法開発事業成果報告会（～10日 Web） 

2月 14日  ワカサギに学ぶ会（Web） 
2月 15日 関東甲信ブロックマス類養殖担当者研修会（Web） 
2月 16日 全国観賞魚養殖技術連絡会議（メール会議）（～17日 新潟） 
2月 22日  養鱒協第 2回運営委員会（Web） 
3月 1日  アユ疾病研究部会（Web） 
3月 2日  魚類防疫士協議会理事会（Web） 
3月 4日  全国養殖衛生管理推進会議（Web） 
3月 5日  魚病学会（～6日 Web） 
3月 7日  魚類防疫士東海ブロック研修会（Web） 

3月 13日  全国養殖衛生管理推進会議（Web） 
3月 14日  水産動物防疫体制整備モデル事業報告会（Web） 
〃    外来魚の被害に関する情報交換会（Web） 

3月 26日  水産学会春季大会（～29日 Web) 
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